
な
が
の
ぼ
り

山
▼

長
登
銅
山
跡

山
口
県
美
祢
郡
美
東
町
長
登

第
Ⅱ
期
第
四
年
次
調
査
　
一
九
九
五
年

（平
７
）

一
二
月

１

一
九
九
六
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
美
東
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
池
田
善
文

・
森
田
孝

一

５
　
遺
跡
の
種
類
　
銅
生
産
官
行

６
　
遺
跡
の
年
代
　
入
世
紀
初
頭
―

一
一
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

長
登
銅
山
跡
は
、
山
口
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
の
秋
吉
台
国
定
公
園
の
東
南
麓
に

位
置
す
る
。
石
灰
岩
台
地
に
花

南
班
岩
が
貫
入
し
て
、
接
触
交

代
鉱
床

（ス
カ
ル
ン
鉱
床
）
を

形
成
せ
し
め
た
も
の
で
、
古
代

か
ら
昭
和
期
に
か
か
る
大
小
二

三
カ
所
の
遺
跡
群

（採
鉱
跡
、

製
錬
跡
）
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、

長
登
集
落
か
ら
西
方
の
大
切
谷

一
帯
が
古
代
の
遺
跡
で
、
狭
義

の
長
登
銅
山
跡
と
し
て
発
掘
調
査
対
象
に
し
て
い
る
。

調
査
は
、　
一
九
八
九
年
度
か
ら
本
格
的
な
発
掘
を
開
始
し
て
、
こ
れ
ま
で
に

約

一
〇
ｈａ
の
中
に
二
五
カ
所
の
小
規
模
な
試
掘
坑
を
設
け
、
製
錬
遺
跡
の
範
囲

と
旧
地
形
を
探
っ
て
き
た
。
検
出
さ
れ
た
遺
構
は
、
粘
土
採
掘
坑
群
二
、
選
鉱

場
跡
、
製
錬
所
跡
六
カ
所

（炉
跡
三
〇
、
人
工
的
な
谷
溝
三
な
ど
が
あ
り
、
出

土
遺
物
に
は
、
官
人
や
工
人
、
一屋
夫
な
ど
の
使
用
し
た
日
常
雑
器
の
須
恵
器
、

土
師
器
、
緑
釉
陶
器
、
製
塩
土
器
、
黒
色
土
器
な
ど
の
外
、
多
数
の
木
簡

令
木
簡
研
究
』

一
三
・
一
四
で
紹
介
）
や
木
製
品
、
鹿

。
猪
の
骨
、
骨
製
品
、
土

錘
、
鉄
製
品
、
動
植
物
遺
体
、
製
錬
関
係
遺
物
の
炉
壁
片
、
羽
日
、
要
石
、
握

槌
、
砥
石
、
鉱
石
残
片
、
か
ら
み

（流
状
・
椀
型
・
木
炭
含
塊
状
・
円
盤
型
の
形
態

が
あ
る
）
な
ど
が
あ
る
。

し
か
し
、
未
だ
建
物
遺
構
の
検
出
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
第
Ⅲ
期
調
査
を

一
九

九
六
年
度
か
ら
三
年
間
の
計
画
で
継
続
中
で
あ
る
。

一
九
九
五
年
度
の
調
査
は
、
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
の
重
要
遺
跡
確
認
調
査

の
第
■
期
第
四
年
次
に
あ
た
る
。
旧
地
形
の
把
握
を
目
的
と
し
て
、
人
世
紀
初

頭
に
開
発
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
大
切
谷
の
谷
頭
に
ト
レ
ン
チ

（大

切
Ｉ
Ｃ
区
３
Ｔ
）
を
設
定
し
て
、
谷
の
土
層
堆
積
状
況
の
把
握
を
行
な
っ
た
。

こ
の
結
果
、
東
西
に
連
な
る
大
溝
を
検
出
し
、
溝
堆
積
層
の
中
か
ら
須
恵
器
、

土
師
器
片
、
木
製
の
ザ
ル
や
瓢
箪
、
馬
頭
骨
、
木
製
品
な
ど
と
と
も
に
、
「駿

王
野
」
「矛
」
な
ど
の
墨
書
土
器
や
木
簡
三
点
が
出
土
し
た
。

木
簡
は
、
地
表
下

一
―

一
・
五
ｍ
、
標
高

一
六
工
ｍ
前
後
の
レ
ベ
ル
に
あ
り
、

2  1

所
在
地

調
査
期
間
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青
灰
色
粘
土
層
に
属
す
。
各
々
単
体
で
出
土
し
、
西
も
し
く
は
北
側
の
上
流
か

ら
流
入
し
て
堆
積
し
た
と
考
え
ら
れ
る
出
土
状
況
を
呈
し
、
い
の
木
簡
は
裏
面

を
上
に
、
②
は
側
面
を
上
に
し
て
出
土
し
た
。
０
は
、　
一
九
九
四
年
度
に
大
切

Ⅱ
Ｃ
区
４
Ｔ
か
ら
出
土
し
た
木
簡
で
あ
る
が
、
Ｉ
Ｃ
区
３
Ｔ
の
東
に
連
な
る
大

溝
の
下
流
に
あ
た
り
、
木
簡
②
の
出
土
地
点
か
ら
東
二
〇
ｍ
の
地
点
に
あ
た
る

の
で
、
今
回
と
も
に
報
告
す
る
。
東
西
大
溝
の
最
下
層
で
あ
る
黄
褐
色
砂
層
か

ら

「長
神
人
」
の
面
を
表
に
し
て
出
土
し
た
。
こ
れ
ら
の
木
簡
は
、
い
ず
れ
も

下
面
の
墨
痕
の
残
存
状
況
が
良
好
で
あ
る
の
で
、
廃
棄
当
時
の
溝
が
開
回
し
て

機
能
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
時
期
は
人
世
紀
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

⑪
　
。
「
＜
　
　
　
　
　
　
十
月
九
日

額
田
マ
万
呂

。
「
＜
日
□
□
日
国

〔
枚
力
〕

「＜下神
マ小□
□
針
に新敵
一Ｆ

・
厚
佐
加
三
鳥
額

マ

・
□
Ｙ
雌
晋
□
□

〔
γ
黎
〕

い
は
雑
木
板
目
材
。
上
下
端
部
は
キ
リ
オ
リ
技
法
で
あ
る
が
、
側
面
か
ら
斜

交
し
て
キ
リ
を
入
れ
若
千
の
削
り
調
整
を
施
す
。
側
面
は
削
り
調
整
で
切
り
込

岸
∞
Φ
×

ω
∞
×

ド
　

ｏ
∞
］

Ｐ
⇔
卜
×

］
『
×

⇔
　

ｏ
∞
］

含
Φ
Φ
）
×

（
∞
∞
）
×
∞
　
ｏ
∞
〕

一

大切 IB区

ヽヽ`

ゴ

′′
′ⅢⅢ、Ⅲ

…

大切 IC区

l TCl~   _Ⅲ

夕IPく 】Tδ

平成 3年度出土!

大切 ⅢD区

木簡出土地点



み
は
キ
リ
カ
キ
技
法
、
表
裏
面
に
削
り
調
整
が
あ
る
。
②
は
雑
木
板
目
材
。
上

下
端
部
は
キ
リ
オ
リ
技
法
の
ま
ま
、
側
面
は
キ
リ
ワ
リ
の
ま
ま
で
切
り
込
み
は

キ
リ
オ
ト
シ
で
あ
る
。
表
面
に
若
干
の
削
り
調
整
が
あ
り
、
中
程
に
二
次
的
な

折
れ
ヒ
ビ
が
入
っ
て
い
る
。
裏
面
は
ほ
ぼ
未
調
整
。
①
は
杉
の
柾
目
材
で
、　
一

側
面
に
キ
リ
ワ
リ
が
あ
る
が
、
他
側
面
と
上
下
端
は
二
次
的
割
損
、
折
損
で
あ

る
。
表
裏
面
に
若
干
の
削
り
調
整
が
あ
り
、
発
掘
時
の
傷
痕
が
見
ら
れ
る
。

②
は
、
技
術
者
工
人
の
下
神
部
が
製
錬
し
た
銅
の
付
札
で
、
銅
二
二
斤
を
二

枚
に
し
て
七
月
十
日
に
長
登
製
銅
官
衛
の
長
官
に
納
入
し
た
も
の
と
い
え
る
。

下
神
部
の
名
前
は
、
銅
イ
オ
ン
の
染
み
が
著
し
く
赤
外
線
で
も

「小
□
□
」
と

し
か
判
読
で
き
な
い
が
、
今
後
の
染
み
抜
き
と
時
間
の
経
過
に
よ
っ
て
よ
り
鮮

明
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
い
も
同
様
の
木
簡
と
把
握
で
き
、
「額
田
マ
万
呂
」

が
納
入
し
た
も
の
。
斤
数
は
裏
面
に
記
載
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
墨
痕

が
僅
か
に
認
め
ら
れ
る
程
度
で
定
か
で
は
な
い
。
た
だ
厚
み
が
七
ｍｍ
前
後
を
測

り
丈
夫
な
作
り
で
あ
る
の
で
、
従
前
の
銅
付
札
木
簡
と
同
類
で
あ
る
。

な
お
、
②
の
銅
イ
ン
ゴ
ッ
ト
の
重
量
は

一
枚
平
均

一
一
斤
で
、
約
五
的
と
な

り
、　
一
九
九
〇
年
に
出
土
し
た
同
類
の
木
簡
は

一
枚
平
均
三
六
―
三
人
斤
で
あ

る
の
で
、
こ
れ
に
比
べ
単
位
量
が
非
常
に
少
な
い
。
正
倉
院
文
書
に
よ
る
と
、

熟
銅
の
平
均
は
四
〇
斤
、
未
熟
銅
が
三
六
斤
、
生
銅

一
二
斤
と
な
り
、
②
は
生

銅
の
付
札
の
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
ω
②
と
も
に
提
出
月
日
が
明
確
で
あ
る

点
、
従
前
の
木
簡
に
は
見
ら
れ
な
い
新
た
な
知
見
で
あ
る
が
、
毎
月

一
〇
日
前

後
が
提
出
期
限
で
あ
っ
た
も
の
か
ど
う
か
、
今
後
の
課
題
と
な
り
得
る
。

①
は
、
銅
イ
オ
ン
な
ど
の
汚
れ
が
著
し
い
部
分
が
あ
っ
た
た
め
、
Ｅ
Ｄ
Ｔ
Ａ

三
％
溶
液
に
約

一
週
間
浸
し
、
そ
の
後
は
水
道
水
で
保
存
し
て
い
た
が
、
約
六

ヵ
月
後
に
は
全
体
の
染
み
が
き
れ
い
に
取
り
除
か
れ
、　
一
部
祉
然
と
し
な
か
っ

た
文
字
が
鮮
明
と
な
り
功
を
奏
し
た
。
木
簡
の
処
理
方
法
に

一
考
を
促
し
た
木

簡
で
あ
る
。
「厚
佐
」
は
地
名
で
長
門
国
の
厚
狭
郡
か
厚
狭
郷
を
指
し
た
も
の

と
解
せ
る
が
、
「加
」
の
意
味
が
不
詳
で
あ
る
。
「額
マ
」
も
地
名
と
み
る
と
豊

浦
郡
に
額
部
郷
が
あ
る
。
木
簡
の
右
側
が
割
損
し
て
い
て
、
コ
一鳥
」
の
文
字

が
幾
分
小
さ
い
の
で
、
こ
の
右
側
に
文
字
が
併
記
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

三
鳥
と
何
か
の
品
を
加
え
た
も
の
か
。
「額
マ
」
の
下
は
損
傷
が
著
し
く
墨
痕

不
明
。
裏
側
に
は
、
逆
さ
書
き
の

「□
□
長
神
人
□
」
が
判
読
で
き
る
が
、
意

味
不
詳
。
人
名
か
職
身
分
を
表
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
銅
生
産
関
連
の
新
た
な
資
料
を
追
加
し
た
が
、
長
登
銅
山
跡
は
継
続

調
査
中
で
あ
り
、　
一
九
九
六
年
度
の
調
査
で
更
に
多
数
の
木
簡
出
土
が
予
測
さ

れ
る
。
類
例
の
増
加
や
新
知
見
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
は
、
八
木
　
充
氏
、
佐
藤
　
信
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

美
東
町
教
育
委
員
会

『長
登
銅
山
跡
Ⅱ
』
盆

九
九
二
年
）

（池
田
善
文
）
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